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◆図7　短距離・障害選手の外傷・障害別集計
　（大学以前）

体幹
17%

大腿
49%

膝
15%

下腿
10%

足
16%

計49件

◆図6　短距離・障害選手の部位別集計
　（大学）
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◆図5　短距離・障害選手の部位別集計
　（大学以前）
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◆図5　短距離・障害選手の部位別集計
　（大学以前）
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◆図10　跳躍選手の部位別集計（大学）
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◆図10　跳躍選手の部位別集計（大学）

誤 正

お詫びと訂正

　『復帰をめざすスポーツ整形外科』（2011年4月10日発行　第1版第1刷）にて掲載されており
ます項目「短距離競技，跳躍競技の外傷・障害（疫学）」の円グラフ内の数字に誤りがございま
した（p.257図5〜7，p258図10）。
　編集部の確認不足により読者の方々ならびにご執筆を賜りました桜庭景植先生に多大なるご
迷惑をおかけいたしましたことを深くお詫び申し上げます。
　ここに正しい内容を掲載申し上げますとともに，訂正させていただきます。

� （2011年12月20日　メジカルビュー社編集部）


